
209

は
じ
め
に

　

栗
の
本
青
蘿
（「
山
李
坊
令
茶
」、あ
る
い
は
「
山
李
」「
山
里
」「
三
李
」

「
三
里
」
と
も
。
本
稿
で
は
「
青
蘿
」
で
統
一
す
る
）
の
俳
系
に
つ
い
て
、

い
つ
俳
諧
を
学
び
、
師
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
、
不
明
な
点
が
多
い
。『
俳

文
学
大
辞
典
』（
平
成
七
年
刊
）「
青
蘿
」
の
項
で
は
「
一
三
歳
の
時
、
江

戸
で
玄
武
坊
の
門
に
入
っ
た
と
い
う
」
と
し
て
い
る
（
拙
稿
）。
こ
れ
は
、

青
蘿
追
善
集
『
水
の
月
』（
玉
屑
編
、
寛
政
三
年
序
）
の
「
青
蘿
居
士
終

焉
記
」
に
「
稚
き
頃
よ
り
風
雅
に
志
あ
り
て
、
十
三
歳
の
時
東
都
の
玄
武

坊
が
門
に
入
」（
濁
点
、
句
読
点
は
富
田
に
よ
る
、
以
下
同
じ
）
と
あ
る

の
に
拠
る
。た
し
か
に
、玄
武
坊
の
名
は
、青
蘿
の
第
一
撰
集『
蛸
壺
塚
』（
明

和
五
年
跋
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
青
蘿
関
係
の
俳
書
に
度
々
見
え
、
江
戸

と
播
磨
に
離
れ
て
い
て
も
、
青
蘿
と
玄
武
坊
は
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
青
蘿
の
俳
諧
入
門
は
、「
十
三
歳
の
時

東
都
の
玄
武
坊
が
門
に
入
」
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
「
青
蘿
居
士
終
焉
記
」
で
は
、
前
掲
の
文
に
続
い
て
、「
其
後
い
く
そ
の

人
を
師
と
し
」
と
あ
る
。「
い
く
そ
」
は
「
幾
そ
」
で
多
数
、
つ
ま
り
多

く
の
人
を
師
に
し
て
、
青
蘿
は
俳
諧
に
精
進
し
た
と
い
う
。
彼
は
姫
路
藩

士
で
あ
っ
た
が
、
藩
を
追
わ
れ
諸
国
を
遍
歴
し
た
後
、
加
古
川
に
定
着
し

て
俳
諧
師
と
し
て
の
生
活
を
始
め
た
（
富
田
志
津
子
「
栗
の
本
青
蘿
年
譜

稿
」『
大
阪
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
研
究
紀
要　

二
十
五
』　

平
成
五

年
十
二
月
、
以
下
「
年
譜
稿
」）。
し
か
し
、
遍
歴
の
足
取
り
も
、
加
古
川

に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
俳
諧
活
動
も
、
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
文
章
に
あ
る
よ
う
に
、
複
数
の
「
師
」
が
青
蘿
に
い
た
と
し
て
、

そ
の
中
の
一
人
は
蝶
夢
で
あ
り
、最
も
重
要
な
「
師
」
で
は
な
か
っ
た
か
、

と
私
は
考
え
る
。
彼
が
加
古
川
に
移
り
住
ん
だ
頃
つ
ま
り
俳
諧
宗
匠
と
し

青
蘿
と
蝶
夢

―
師
弟
関
係
を
中
心
に
―

富　

田　

志 

津 

子
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て
活
動
し
始
め
た
頃
、
青
蘿
は
も
っ
ぱ
ら
蝶
夢
の
影
響
下
に
あ
る
。
蝶
夢

が
中
心
と
な
る
時
雨
会（

（
（

や
墨
直
会（

（
（

、
さ
ら
に
奉
扇
会（

（
（

に
出
か
け
て
俳
諧
に

出
座
し
、
あ
る
い
は
記
念
集
『
し
ぐ
れ
会
』『
墨
直
し
』『
奉
扇
会
』
に
投

句
し（

（
（

、
ま
た
前
述
『
蛸
壺
塚
』
で
は
、
蝶
夢
が
塚
の
開
眼
供
養
の
導
師
と

な
り
、
願
文
を
書
い
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
青
蘿
と
蝶
夢
の
師
弟
関
係
と
い
う
視
点
か
ら
、
両
者
の
交
流

を
追
っ
て
み
た
い
。

一　

　

田
中
道
雄
氏
は
、「
文
人
僧
蝶
夢（

（
（

」
で
「
蝶
夢
は
、
自
分
に
は
一
人
の

弟
子
も
い
な
い
、
と
公
言
す
る
こ
と
が
あ
る
」「
通
常
の
俳
諧
宗
匠
ご
と

き
師
弟
関
係
を
つ
く
ら
な
か
っ
た
」
と
す
る
。
た
し
か
に
、「
皆
、
蕉
門
」

と
い
う
意
識
か
ら
、一
派
を
形
成
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、「
弟
子
」「
門
人
」
の
定
義
に
も
よ
る
の
だ
が
、
蝶
夢
の
教
え
を

受
け
自
他
共
に
蝶
夢
門
と
認
め
ら
れ
て
い
た
者
は
多
く
、
青
蘿
も
そ
の
一

人
で
あ
る
。

　

青
蘿
が
蝶
夢
を
師
と
し
た
、
と
考
え
る
根
拠
は
、
蝶
夢
か
ら
伝
書
を
授

与
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
五
升
庵
の
系
図
に
門
人
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
二
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
中
森
康

之
氏
と
竹
内
千
代
子
氏
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

前
者
は
、
中
森
康
之
氏
が
、
平
成
二
十
七
年
度
俳
文
学
会
第
六
十
七
回

全
国
大
会
（
於
大
垣
市
総
合
福
祉
会
館
）
で
発
表
し
た
「
蝶
夢
校
『
俳
諧

十
論
発
蒙
』
二
種
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
伝
書
は
、
現
在
二
本
が
知
ら

れ
、
一
つ
は
岐
阜
県
図
書
館
所
蔵
、
も
う
一
つ
は
俳
諧
叢
書
『
俳
諧
註
釈

集　

下
巻
』（
佐
々
醒
雪
・
巌
谷
小
波
校
訂
、
大
正
二
年
刊
）
に
翻
刻
さ

れ
た
佐
々
醒
雪
旧
蔵
本
（
原
本
不
明
）
で
あ
る
。
こ
の
二
本
に
つ
い
て
、

中
森
氏
は
詳
細
に
考
証
し
、
明
和
元
年
と
同
六
年
に
蝶
夢
が
写
し
た
物
と

し
て
い
る（

（
（

。
伝
書
の
内
容
や
異
同
、
蝶
夢
の
伝
書
観
、
支
考
に
対
す
る
評

が
、
中
森
氏
の
発
表
の
主
論
で
あ
っ
た
。

　

佐
々
醒
雪
旧
蔵
本
の
奥
書
の
一
部
を
次
に
掲
げ
る
。

（
前
略
）
古
き
書
ど
も
を
校
合
し
て
、
私
に
「
十
論
発
蒙
」
と
名
し

て
函
底
に
ひ
め
置
く
の
み
。
其
器
に
あ
ら
ず
し
て
は
一
覧
を
も
許
す

可
ら
ず
。
後
の
人
、
心
あ
り
て
み
だ
り
に
伝
ふ
る
事
な
か
れ
。
于
時

明
和
改
元
申
の
冬
閏
十
二
月
、
京
極
中
川
の
院
に
し
て
写
す
。

　

原
本
は
播
磨
の
山
李
、
年
月
此
書
を
授
か
ら
ん
事
を
雪
中
に
臂
を

断
つ
の
ま
こ
と
あ
る
に
よ
り
て
送
り
与
へ
、
今
新
た
に
明
和
六
丑
の

夏
四
月
、
於
東
山
岡
崎
の
庵
に
て
、
蝶
夢
書
之
。  

�

（『
蝶
夢
全
集
』
に
よ
る
、
傍
線
は
富
田
、
以
下
同
じ
）

　

傍
線
部
「
古
き
書
ど
も
を
校
合
し
て
、
私
に
「
十
論
発
蒙
」
と
名
し
て
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函
底
に
ひ
め
置
く
の
み
。其
器
に
あ
ら
ず
し
て
は
一
覧
を
も
許
す
可
ら
ず
」

と
あ
る
よ
う
に
、
蝶
夢
は
、
支
考
の
『
俳
諧
十
論
』
を
、
蕉
門
の
俳
論
書

と
校
合
し
、
自
ら
注
を
加
え
た
。
彼
は
、
こ
の
書
を
芭
蕉
の
俳
論
に
自
分

が
注
し
た
書
と
し
て
重
く
扱
い
、「
其
器
に
あ
ら
ず
し
て
は
一
覧
を
も
許

す
可
ら
ず
」
と
、「
函
底
に
ひ
め
置
」
い
た
。
権
威
付
け
の
た
め
の
秘
伝

を
否
定
し
た
蝶
夢
だ
っ
た
が
、
こ
の
書
は
し
か
る
べ
き
俳
人
に
だ
け
見
せ

た
い
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
自
分
が
認
め
た
者
以
外
に
は
見
せ
な
い
、

と
す
る
の
は
、
秘
伝
の
一
体
で
あ
る
。

　
「
雪
中
に
臂
を
断
つ
」
は
、
自
分
の
身
を
犠
牲
に
し
て
で
も
誠
心
誠
意
、

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
山
李
、
年
月
此
書
を
授
か
ら
ん
事
を
雪
中
に

臂
を
断
つ
の
ま
こ
と
あ
る
に
よ
り
て
送
り
与
へ
」
と
い
う
の
は
、
青
蘿
が

ず
っ
と
、
こ
の
書
の
伝
授
を
、
誠
心
誠
意
を
も
っ
て
懇
願
す
る
の
で
、
そ

れ
に
応
え
て
彼
に
送
り
与
え
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
蝶
夢
は
、
自
ら

編
し
秘
蔵
し
て
い
た
俳
論
書
を
、青
蘿
に
与
え
た
の
で
あ
る
。
中
森
氏
は
、

青
蘿
を
蝶
夢
門
人
と
断
じ
て
い
な
い
が
、
秘
伝
書
を
伝
授
さ
れ
た
者
は
、

門
人
以
外
の
何
者
で
も
な
い
。

　

授
受
の
時
は
明
和
六
年
四
月
以
前
で
あ
る
。
青
蘿
が
加
古
川
に
三
眺
庵

を
構
え
た
の
は
明
和
初
年
頃
と
思
わ
れ
、
青
蘿
と
蝶
夢
の
交
流
を
初
め
て

確
認
で
き
る
の
は
、
明
和
三
年
の
時
雨
会
で
あ
る
（
後
述
）。
そ
の
後
青

蘿
は
、
明
和
六
年
三
月
十
二
日
に
蝶
夢
主
催
の
墨
直
会
に
出
座
し
て
お
り

（
後
述
）、
伝
授
は
そ
の
頃
か
、
と
思
わ
れ
る
。
青
蘿
は
、
蝶
夢
と
初
会
後
、

三
年
以
内
に
、
秘
伝
書
を
授
け
ら
れ
る
ほ
ど
の
高
弟
に
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
根
拠
で
あ
る
系
図
は
、
竹
内
千
代
子
氏
が
、
平
成
二
十
八

年
度
俳
文
学
会
第
六
十
八
回
全
国
大
会
（
於
日
本
女
子
大
学
）
で
発
表

し
、
そ
の
後
「
松
岡
青
蘿
の
伝
書
『
俳
諧
点
之
格
』
考
」（『
俳
文
学
報　

五
十
一
』
平
成
二
十
九
年
十
月
）
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
同
論
文
中
、

古
巣
園
錫
馬
編
『
五
升
庵
道
統
系
譜
』
に
、
蝶
夢
門
人
と
し
て
青
蘿
の
名

が
あ
が
り
「
青
蘿　

播
磨
加
古
川
人　

号
山
李
坊
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
同
書
で
「
山
李
坊
青
蘿
」
は
、
落
柿
舎
重
厚
や
五
升
庵
瓦
全
ら
と
と
も

に
、「
五
升
庵
蝶
夢
上
人
十
哲
」
の
一
人
と
し
て
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

竹
内
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
系
譜
の
著
者
、
古
巣
園
錫
馬
は
古
巣
園
三
世

で
あ
る
。
古
巣
園
初
世
は
、
同
じ
く
十
哲
の
一
人
古
巣
園
去
何
で
、
錫
馬

は
去
何
と
同
じ
く
近
江
浅
井
の
人
で
あ
っ
た
。
錫
馬
の
著
し
た
五
升
庵
の

系
譜
の
記
事
は
信
憑
性
が
高
い
。
青
蘿
は
、
重
厚
や
瓦
全
ら
と
同
等
の
、

蝶
夢
門
人
と
評
価
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
に
よ
り
、
青
蘿
は
蝶
夢
か
ら
自
筆
の
秘
伝
書
を
与
え
ら
れ

る
高
弟
で
あ
り
、
他
者
も
そ
れ
を
認
め
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
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二

　

青
蘿
の
俳
諧
活
動
の
う
ち
、蝶
夢
と
直
接
に
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
の
は
、

次
の
よ
う
な
時
で
あ
る
。

○
明
和
三
年
十
月
十
一
日
、
粟
津
義
仲
寺
の
時
雨
会
に
出
席
、
追
善
俳
諧

に
蝶
夢
と
同
座
す
る
（
明
和
三
年
刊
『
し
ぐ
れ
会
』）。

○
明
和
五
年
十
月
、
明
石
人
丸
神
社
に
、
青
蘿
が
蛸
壺
塚
を
建
立
、
十
月

十
八
日
、
蝶
夢
を
導
師
に
迎
え
、
開
眼
供
養
を
行
う
。
一
日
千
句
興
行
、

蝶
夢
が
発
句
、
青
蘿
が
脇
を
詠
む
（『
蛸
壺
塚
』）。

○
明
和
六
年
三
月
十
二
日
、
京
東
山
双
林
寺
の
蝶
夢
主
催
の
墨
直
会
に
出

席
、
追
善
俳
諧
に
同
座
す
る
（
明
和
六
年
刊
『
己
丑
墨
直
し
』）。

○
同
年
四
月
以
前
、
蝶
夢
よ
り
『
俳
諧
十
論
発
蒙
』
の
写
本
を
与
え
ら
れ

る
（『
俳
諧
十
論
発
蒙
』）。

○
明
和
七
年
三
月
中
旬
、
蝶
夢
主
催
の
墨
直
会
に
出
席
、
た
だ
し
門
人
布

舟
ら
と
と
も
に
遅
れ
て
到
着
、
後
宴
俳
諧
に
同
座
す
る
。
布
舟
発
句
、
蝶

夢
脇
、
青
蘿
第
三
（
明
和
七
年
刊
『
庚
寅
墨
直
し
』）。

○
同
年
三
月
十
五
日
、
蝶
夢
が
義
仲
寺
に
芭
蕉
堂
を
建
立
、
生
蓮
坊
で
行

わ
れ
た
芭
蕉
堂
供
養
一
千
句
俳
諧
に
同
座
す
る
（『
施
主
名
録
発
句
集
』）。

○
明
和
八
年
十
月
十
二
日
、
蝶
夢
主
催
の
時
雨
会
に
出
席
、
追
善
俳
諧
に

同
座
す
る
（
明
和
八
年
刊
『
し
ぐ
れ
会
』）。
そ
の
後
、
門
人
蘿
来
と
蝶
夢

の
五
升
庵
を
訪
れ
る
（『
秋
し
ぐ
れ
』）。

○
安
永
二
年
四
月
十
二
日
、
義
仲
寺
の
奉
扇
会
に
出
席
、
追
善
俳
諧
に
同

座
す
る
。
蝶
夢
が
宗
匠
、
青
蘿
が
執
筆
（『
続
多
日
満
句
蘿
』）。

○
同
年
七
月
十
六
日
、
蝶
夢
と
京
加
茂
川
辺
で
、
蘿
来
一
周
忌
追
善
両
吟

百
韻
を
巻
く
。
蝶
夢
発
句
、
青
蘿
脇
（『
秋
し
ぐ
れ
』）。

○
安
永
八
年
二
月
二
十
四
日
、
出
雲
へ
旅
す
る
途
中
の
蝶
夢
を
、
三
眺
庵

に
二
夜
泊
め
る
（『
雲
州
紀
行
』）。

○
天
明
三
年
十
月
十
一
日
、
十
二
日
、
蝶
夢
主
催
の
時
雨
会
に
出
席
、
逮

夜
と
当
日
の
追
善
俳
諧
に
同
座
す
る
（
天
明
三
年
刊
『
し
ぐ
れ
会
』）。

○
天
明
六
年
十
一
月
一
日
、五
升
庵
で
木
姿
送
別
歌
仙
に
同
座
す
る
（『
古

巣
俳
諧
集
』
筆
者
未
見
、『
蝶
夢
全
集
』
に
よ
る
）。

○
天
明
七
年
四
月
十
二
日
、奉
扇
会
に
出
席
、追
善
俳
諧
に
同
座
す
る
（
筆

者
未
見
、『
蝶
夢
全
集
』
に
よ
る
）。

○
同
年
四
月
十
三
日
、
奉
扇
会
の
帰
り
に
、
蝶
夢
、
木
姿
、
瓦
全
と
石
山
、

笠
取
山
を
経
て
醍
醐
に
登
る
（
四
月
十
五
日
付
、
里
秋
宛
蝶
夢
書
簡
）。

　

以
上
が
、
私
が
把
握
し
た
青
蘿
と
蝶
夢
の
直
接
の
交
流
で
あ
る
。
こ
れ

で
み
る
と
、
そ
の
初
会
は
、
明
和
三
年
の
時
雨
会
で
あ
る
。
加
古
川
に
住

む
前
の
青
蘿
の
活
動
は
不
明
な
の
だ
が
、
両
者
の
接
点
は
こ
れ
以
前
に
は

考
え
に
く
い
。
蝶
夢
側
の
史
料
に
も
青
蘿
は
現
れ
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。

　

明
和
三
年
十
月
十
一
日
、青
蘿
は
義
仲
寺
幻
住
庵
の
時
雨
会
に
出
席
し
、
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五
峰
発
句
の
追
善
俳
諧
で
蝶
夢
と
同
座
し
た
。
蝶
夢
は
二
十
二
句
目
、
青

蘿
は
九
句
目
を
詠
ん
で
い
る
。

　

こ
の
時
の
時
雨
会
は
、
常
陸
の
三
日
坊
五
峰
を
迎
え
、
行
脚
を
終
え
て

故
郷
に
帰
る
五
峰
が
施
主
と
な
る
形
を
と
っ
て
い
る
。
五
峰
は
中
島
氏
、

常
陸
の
額
田
村
の
人
で
、
四
十
八
歳
で
全
国
行
脚
の
旅
に
出
て
、
松
島
、

象
潟
を
歴
訪
し
た
と
い
う
（『
額
田
町
史
』）。
こ
の
時
雨
会
は
五
峰
の
主

催
と
い
っ
て
も
、
彼
は
あ
く
ま
で
も
客
人
で
あ
り
、
実
際
は
、
文
素
と
蝶

夢
が
取
り
仕
切
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
刊
行
さ
れ
た
『
し
ぐ
れ
会（

（
（

』

の
蝶
夢
序
文
を
次
に
あ
げ
る
。

（
前
略
）
こ
ゝ
に
ひ
た
ち
な
る
三
日
坊
の
ぬ
し
は
、
た
ゞ
煙
霞
の
痼

疾
に
そ
の
身
を
わ
す
れ
、
し
ば
〳
〵
風
雅
の
さ
び
し
み
を
得
て
、
や

ぶ
れ
笠
を
権
貴
の
門
に
ぬ
が
ず
、
菜
雑
炊
の
む
し
ろ
に
俳
諧
の
お
か

し
み
を
味
ひ
て
、
松
し
ま
、
象
潟
の
春
に
遊
び
、
須
磨
・
は
し
立
の

秋
を
詠
て
、
こ
と
し
東
の
故
郷
に
帰
ら
ん
と
す
る
の
道
、
あ
は
津
の

寺
に
ま
ふ
で
け
る
。そ
の
日
し
も
祖
師
の
祥
忌
の
逮
夜
な
れ
ば
と
て
、

と
み
に
一
座
の
法
筵
を
も
ふ
け
て
、
と
し
月
、
蕉
門
の
風
雅
を
う
り

て
東
西
に
遊
行
せ
し
、
そ
の
祖
恩
を
謝
し
奉
ら
ん
と
い
え
る
、
施
主

の
こ
ゝ
ろ
ざ
し
の
あ
ら
ま
し
を
、
義
仲
寺
の
廟
前
に
し
て

�

京
極
中
川
の
法
師　

蝶
夢
書　
　
　
　
　

�

（『
時
雨
會
集
成
』　

濁
点
、
傍
線
は
富
田
、
以
下
同
じ
）

　

傍
線
部
か
ら
、
五
峰
は
、
東
北
を
行
脚
し
た
後
、
天
の
橋
立
、
須
磨
を

経
て
義
仲
寺
に
至
り
、
こ
れ
か
ら
常
陸
に
帰
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
同
書
文
素
の
跋
文
に　

（
前
略
）
此
坊
や
北
越
・
西
海
の
行
脚
に
や
つ
れ
な
が
ら
、
鼻
祖
の

高
徳
を
し
た
ひ
、
は
り
ま
が
た
鹿
児
川
の
ほ
と
り
よ
り
、
こ
ゝ
の
湖

南
の
時
雨
会
を
か
ぞ
へ
、
先
幻
住
庵
に
来
り
、
法
筵
を
開
か
れ
け
る

に
、
都
鄙
の
好
士
入
つ
ど
ひ
て
庵
に
あ
ふ
れ
、
庭
に
み
て
り
。
ま
こ

と
に
其
志
の
厚
き
を
感
じ
て
、粟
津
の
農
父
筆
を
添
へ
侍
る
も
の
か
。

�

浮
巣
庵

と
あ
る
。「
は
り
ま
が
た
鹿
児
川
の
ほ
と
り
よ
り
、
こ
ゝ
の
湖
南
の
時
雨

会
を
か
ぞ
へ
」
と
、
五
峰
は
加
古
川
を
経
て
義
仲
寺
へ
や
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。
田
中
道
雄
氏
は
、「
山
里
は
、
そ
れ
ま
で
鹿
児
川
に
滞
在
し
た
三

日
坊
五
峰
に
同
行
し
た
か
」（
前
掲
「
時
雨
会
と
『
し
ぐ
れ
会
』」）
と
す
る
。

筆
者
も
首
肯
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
田
中
氏
は
、
幻
住
庵
に
入
っ
て
い
た

無
外
庵
既
白
が
、
そ
の
幻
住
庵
で
行
わ
れ
た
時
雨
会
に
五
峰
・
山
里
の
出

席
を
導
い
た
、
と
推
定
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
既
白
が
前
年
に
刊
行
し

た
『
蕉
門
む
か
し
語
』
に
は
五
峰
が
巻
軸
近
く
に
入
集
し
て
お
り
、
知
遇

で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

　

五
峰
と
既
白
に
関
し
て
は
田
中
氏
の
説
を
肯
定
す
る
と
し
て
、
五
峰
が

な
ぜ
加
古
川
に
滞
在
し
た
の
か
、
青
蘿
と
旧
知
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
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疑
問
が
残
る
。
ま
た
青
蘿
が
、
五
峰
と
共
に
義
仲
寺
ま
で
足
を
運
ん
だ
の

は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

江
戸
で
玄
武
坊
門
に
あ
っ
て
俳
諧
を
学
ん
だ
と
い
う
青
蘿
は
、
若
い
頃

に
常
陸
の
五
峰
と
面
識
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
加
古

川
定
着
以
前
の
青
蘿
は
、
加
賀
の
闌
更
を
訪
ね
て
お
り（

（
（

同
じ
く
北
陸
を
行

脚
し
た
五
峰
と
は
、
闌
更
を
通
し
て
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
可
能
性
も
あ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
す
べ
て
推
測
の
域
を
出
な
い
。
し
か
し
、
五
峰
が

わ
ざ
わ
ざ
加
古
川
へ
寄
っ
た
の
は
、
そ
こ
に
庵
を
構
え
た
青
蘿
を
訪
う
た

め
で
あ
り
、
そ
の
後
二
人
は
、
共
に
時
雨
会
に
参
加
す
る
た
め
に
、
義
仲

寺
ま
で
同
道
し
た
、
と
い
う
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
こ
そ
、

時
雨
会
に
全
国
か
ら
俳
人
を
集
め
、
蕉
門
俳
壇
の
統
一
を
目
指
し
て
い
た

蝶
夢
の
の
ぞ
む
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

義
仲
寺
に
お
い
て
、
二
人
は
、
蝶
夢
と
会
し
た
。
五
峰
は
時
雨
会
の
施

主
と
な
り
、
青
蘿
は
蝶
夢
を
師
と
仰
ぐ
よ
う
に
な
る
。

　

常
陸
に
帰
っ
た
五
峰
は
、
そ
の
後
、
時
雨
会
に
名
を
見
出
す
こ
と
は
な

い
が（

（
（

、
青
蘿
は
し
ば
し
ば
参
加
し
て
い
る
。
義
仲
寺
ま
で
赴
い
て
の
俳
諧

出
座
は
三
回
、『
し
ぐ
れ
会
』
へ
の
投
句
は
四
回
、
最
後
の
投
句
は
寛
政

元
年
で
、
寛
政
三
年
に
亡
く
な
る
頃
ま
で
、
何
ら
か
の
形
で
時
雨
会
に
関

わ
り
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
蝶
夢
は
東
山
双
林
寺
の
墨
直
会
も
明
和
二
年
か
ら
同
七
年
ま
で

主
催
し
て
い
る
。
青
蘿
は
、
律
儀
に
こ
ち
ら
に
も
参
加
し
、
出
席
は
二
回
、

投
句
は
一
回
。
さ
ら
に
義
仲
寺
の
奉
扇
会
も
同
様
で
、
出
席
二
回
、
投
句

は
一
回
で
あ
っ
た
。

三

　

明
和
五
年
夏
、
青
蘿
は
明
石
人
丸
神
社
に
芭
蕉
句
碑
を
築
く
。「
蛸
壺

や
は
か
な
き
夢
を
夏
の
月
」
の
句
を
埋
め
た
の
で
「
蛸
壺
塚
」
と
い
う
。

　

芭
蕉
塚
の
建
立
は
、「
芭
蕉
長
逝
直
後
か
ら
始
ま
り
、
蕉
風
俳
諧
の
流

布
に
伴
っ
て
累
増
し
、幕
末
に
は
一
〇
〇
〇
墓
に
迫
っ
た
思
わ
れ
る
」（『
俳

文
学
大
辞
典
』
中
、
田
中
道
雄
「
芭
蕉
塚
」）
と
い
う
も
の
で
、
義
仲
寺

の
編
に
な
る
『
諸
国
翁
墳
記
』
に
は
最
終
的
に
は
四
二
二
墓
が
記
載
さ

れ
て
い
る
（
田
坂
英
俊
著
『『
諸
国
翁
墳
記
』
―
翻
刻
と
検
討
―
』
平
成

二
十
六
年
刊
、
参
照
）。
そ
の
推
進
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
蝶

夢
で
あ
る
こ
と
は
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

同
年
十
月
十
八
日
、青
蘿
は
蛸
壺
塚
の
開
眼
供
養
の
法
会
を
と
り
行
い
、

そ
の
導
師
と
し
て
蝶
夢
を
招
い
た
。
ま
た
、
一
日
千
句
の
追
善
俳
諧
も
催

し
て
い
る
。
蝶
夢
は
、「
願
文
」
を
認
め
（『
蛸
壺
塚
』
所
収
）、
一
日
千

句
の
巻
頭
発
句
も
詠
ん
だ
。

　

武
士
の
身
分
を
剥
奪
さ
れ
、
寄
る
辺
の
な
か
っ
た
青
蘿
は
、
こ
の
時
加
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古
川
に
庵
を
構
え
て
ま
だ
三
年
余
り
で
あ
っ
た
。
塚
建
立
の
事
業
は
、
蝶

夢
と
俳
諧
の
方
向
を
と
も
に
し
た
か
ら
こ
そ
、
成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
。『
蛸
壺
塚
』
五
百
枝
の
序
文
に
、

そ
の
塚
の
供
養
の
式
あ
る
べ
し
と
て
、
遠
く
京
極
中
川
の
蝶
夢
法
師

を
む
か
へ
侍
れ
ば
、
国
中
の
社
中
聞
伝
へ
…
…
此
社
に
つ
ど
ひ
あ
つ

ま
り

と
あ
り
、
蝶
夢
の
来
播
は
、
開
眼
供
養
へ
の
門
人
の
参
加
を
う
な
が
し
た

こ
と
を
伝
え
て
い
る
、
お
そ
ら
く
一
門
の
拡
大
に
も
つ
な
が
っ
た
は
ず
で

あ
る
。『
蛸
壺
塚
』
に
は
、
青
蘿
を
生
涯
さ
さ
え
る
こ
と
に
な
る
播
磨
の

俳
人
達
の
多
く
が
す
で
に
名
前
を
つ
ら
ね
て
い
る
。
高
砂
の
酒
造
家
布
舟

や
、
林
田
の
大
庄
屋
雨
人
と
そ
の
弟
蘿
来
ら
で
あ
る
。
加
古
川
に
俳
壇
を

形
成
し
は
じ
め
た
青
蘿
に
と
り
、
蝶
夢
を
師
と
し
、
蕉
風
復
興
運
動（

（1
（

の
流

れ
に
乗
る
こ
と
は
、
門
人
を
集
め
そ
の
信
頼
を
得
る
た
め
に
も
大
切
な
こ

と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

同
書
所
収
の
一
日
千
句
の
巻
頭
は
、
蝶
夢
発
句
で
青
蘿
脇
で
あ
る
。

　
　

明
和
五
戊
子
年
十
月
十
八
日
於
人
麿
社
月
照
寺
興
行

　
　

巻
頭

月
高
し
塚
は
木
の
葉
の
山
に
な
る
迄　
　
　

蝶
夢

　
　

汐
風
さ
む
く
か
き
あ
わ
す
袖　
　
　
　
　

山
李

　

蝶
夢
の
発
句
は
、
芭
蕉
が
「
蛸
壺
や
は
か
な
き
夢
を
夏
の
月
」
と
詠
ん

だ
そ
の
月
は
、
今
、
冬
の
月
と
な
っ
て
こ
の
塚
を
照
ら
す
。
や
が
て
、
木

の
葉
が
降
っ
て
塚
を
埋
め
尽
く
す
だ
ろ
う
、と
い
う
も
の
。
青
蘿
の
脇
は
、

明
石
の
海
の
汐
風
で
応
じ
、
冬
の
明
石
は
、
風
が
寒
い
こ
と
で
す
、
ご
苦

労
様
、
と
師
を
労
う
。

　

蝶
夢
の
句
は
、
一
日
千
句
中
こ
こ
だ
け
で
あ
り
、
俳
諧
に
同
座
は
し
て

い
な
い
。
し
か
し
京
の
僧
で
、
蕉
風
復
興
運
動
の
中
心
人
物
が
、
播
磨
に

来
て
く
れ
た
、
そ
の
こ
と
は
、
青
蘿
と
そ
の
門
人
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な

意
味
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
同
集
の
巻
末
に
も
蝶
夢
の
発
句
を
置
い

て
お
り
、
つ
ま
り
『
蛸
壺
塚
』
は
巻
頭
巻
末
に
蝶
夢
を
据
え
る
。
蝶
夢
が

重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
同
書
「
諸
国
名
禄
」
の
部
の
巻
頭
の
発
句
は
鳥
酔
、
中
に
は
玄

武
坊
の
句
も
あ
る
。
三
日
坊
（
五
峰
）
も
句
を
寄
せ
て
お
り
、
最
後
は
蝶

夢
で
終
わ
る
。
玄
武
坊
門
入
門
か
ら
、関
東
の
俳
人
と
の
関
わ
り
を
経
て
、

蝶
夢
に
た
ど
り
つ
い
た
青
蘿
の
俳
歴
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

青
蘿
晩
年
の
寛
政
元
年
、
青
蘿
の
後
継
者
と
な
る
玉
屑
が
、
淡
路
松
帆

の
浦
に
「
扇
塚
」
を
建
立
し
た
。
開
眼
供
養
は
四
月
十
二
日
で
、
青
蘿
は

淡
路
願
海
寺
ま
で
出
か
け
て
、
開
眼
の
俳
諧
の
発
句
を
詠
ん
で
い
る
。
さ

ら
に
、
記
念
集
『
う
ら
あ
ふ
ぎ
』（
玉
屑
編
、
寛
政
元
年
序
）
の
序
文
を

書
い
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と

　

ひ
と
ゝ
せ
義
仲
寺
の
奉
扇
会
に
翁
の
像
に
も
た
せ
奉
り
し
扇
を
、
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洛
の
蝶
夢
幻
阿
弥
陀
仏
が
お
の
れ
に
あ
た
へ
け
る
。
こ
を
又
、
爰
に

納
む
。
浦
の
景
色
に
よ
り
、
扇
の
こ
ゝ
ろ
も
む
な
し
か
ら
ぬ
ほ
句
を

碑
に
し
る
さ
ん
に
は

　
　

ひ
ら
〳
〵
と
あ
ぐ
る
扇
や
雲
の
峰

と
あ
る
。
青
蘿
が
、
蝶
夢
か
ら
譲
り
受
け
た
奉
扇
会
の
扇
が
そ
こ
に
埋
め

ら
れ
、
塚
に
は
「
ひ
ら
く
と
」
の
芭
蕉
句
が
彫
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
時
、
蝶
夢
は
開
眼
供
養
に
招
か
れ
て
い
な
い
が
、
や
は
り
、
芭
蕉
句
碑

建
立
の
発
端
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
扇
塚
は
蛸
壺
塚
と
と
も
に
、『
諸

国
翁
墳
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

四

　
　
　

　

明
和
年
間
は
、
蝶
夢
と
青
蘿
の
交
流
の
最
も
頻
繁
な
時
期
で
あ
る
。
蛸

壺
塚
建
立
の
翌
年
、
明
和
六
年
三
月
十
二
日
、
青
蘿
は
門
人
四
人
を
同
道

し
て
上
京
、
蝶
夢
主
催
の
墨
直
会
に
出
席
し
、
追
善
俳
諧
に
も
連
な
っ
て

い
る
。
門
人
は
、薪
水
、蘿
来
、普
山
、虫
臂
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
の
『
己

丑
墨
直
し
』
の
「
一
座
捻
香
」
の
巻
頭
は
、
青
蘿
と
そ
の
門
人
が
並
ん
で

お
り
、
蝶
夢
が
加
古
川
か
ら
上
京
し
た
青
蘿
ら
を
歓
迎
し
あ
つ
く
遇
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
上
京
の
折
、
青
蘿
は
、
蝶
夢
に
『
俳
諧
十
論
発
蒙
』
を
与
え
ら
れ

た
か
、
と
推
察
さ
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
同
書
の
奥
書
に
、「
原
本
は

播
磨
の
山
李
、
年
月
此
書
を
授
か
ら
ん
事
を
雪
中
に
臂
を
断
つ
の
ま
こ
と

あ
る
に
よ
り
て
送
り
与
へ
、
今
新
た
に
明
和
六
丑
の
夏
四
月
、
於
東
山
岡

崎
の
庵
に
て
、
蝶
夢
書
之
」
と
あ
る
。
与
え
た
時
期
と
あ
ら
た
に
書
写
し

た
時
期
に
隔
た
り
が
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
と
き
に
授
与
さ
れ
た
可
能
性

が
高
い
。
伝
書
の
授
与
は
、
蝶
夢
が
、
青
蘿
の
人
間
と
そ
の
俳
諧
を
認
め

た
証
し
と
な
る
。

　

そ
の
翌
年
、
明
和
七
年
三
月
の
墨
直
会
に
も
、
青
蘿
は
門
人
布
舟
ら
と

出
か
け
た
。
し
か
し
船
が
遅
れ
て
追
善
俳
諧
に
間
に
合
わ
ず
、
後
宴
俳
諧

を
催
し
、
蝶
夢
も
同
座
し
て
い
る
（『
庚
寅
墨
直
し
』）。
そ
の
後
青
蘿
ら

は
京
に
の
こ
り
、
蝶
夢
が
義
仲
寺
に
芭
蕉
堂
を
建
立
し
て
、
三
月
十
五
日

に
生
蓮
坊
で
催
し
た
芭
蕉
堂
供
養
に
出
席
し
て
い
る
。
そ
の
記
念
集
『
施

主
録
発
句
集
』（
蝶
夢
編
）
で
は
、
青
蘿
の
次
の
よ
う
な
発
句
が
下
巻
巻

頭
を
飾
る
。

　
　

子
規
な
く
や
矢
を
つ
く
雨
の
中　
　
　
　
　

鹿
児
川

山
李
坊

　

篠
突
く
雨
の
中
で
鳴
き
立
て
る
子
規
を
詠
む
。
鋭
い
音
の
重
な
り
を
と

ら
え
て
お
り
、
青
蘿
の
自
信
作
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
巻
末
に
あ

る
一
千
句
の
巻
頭
百
韻
に
出
座
し
て
い
る
。
蝶
夢
は
発
句
を
詠
み
、
青
蘿

は
三
十
五
句
目
を
付
け
る
。
青
蘿
の
門
人
ら
の
名
も
見
え
る
。

　

そ
の
ま
た
翌
年
、
明
和
八
年
の
蝶
夢
主
催
の
時
雨
会
に
、
青
蘿
は
門
人
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蘿
来
と
と
も
に
参
加
し
た
。

　

蘿
来
は
、
播
磨
林
田
の
大
庄
屋
三
木
家
の
当
主
雨
人
の
弟
で
あ
る
。
竜

野
に
住
み
、
古
俳
人
の
短
冊
を
多
く
所
持
し
、
ま
た
諸
国
の
俳
人
と
交
流

を
も
つ
風
流
人
で
、
兄
の
雨
人
と
と
も
に
、
青
蘿
の
高
弟
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
時
の
『
し
ぐ
れ
会
』「
出
席
捻
香
」
の
発
句
は
、
青
蘿
が
巻
頭
、

つ
づ
い
て
蘿
来
で
、
蝶
夢
が
巻
末
を
詠
む
。
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

の
こ
り
な
く
湖
水
を
め
ぐ
る
し
ぐ
れ
哉　
　
　
　

播
磨

山
李

桐
の
葉
の
ま
づ
枯
に
け
り
初
し
ぐ
れ　
　
　
　
　
　
蘿
来

　
　
　
　
（
中
略
）

時
雨
会
や
ぬ
れ
て
参
る
は
誰
〳
〵
ぞ　
　
　
　
　
　
蝶
夢

�
（『
時
雨
會
集
成
』）

　

こ
の
時
雨
会
に
参
加
し
た
後
、
青
蘿
と
蘿
来
は
、
蝶
夢
の
五
升
庵
に
泊

ま
っ
て
い
る
。
そ
の
風
景
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

い
づ
れ
の
年
の
冬
な
ら
ん
、
東
山
の
五
升
庵
へ
蘿
来
・
山
李
尋
来
り

て
、
一
夜
や
ど
り
、
囲
炉
裡
に
柴
折
く
べ
て
物
語
る
に
、
山
李
が
に

く
さ
げ
に
肥
ふ
と
り
た
る
足
を
横
た
ふ
れ
ば
、
蘿
来
は
な
や
み
が
ち

に
か
よ
は
き
細
す
ね
を
さ
し
出
し
て
あ
た
る
。
や
ゝ
夜
ふ
け
、
窓
う

つ
時
雨
の
音
に
、
腹
の
寒
く
な
り
ぬ
る
ぞ
、
粥
焚
て
あ
た
え
よ
と
い

ひ
し
も
、
い
つ
か
む
か
し
語
に
、
そ
の
ぬ
し
は
な
き
人
の
数
に
入
り

て
、
此
一
冊
に
吟
魂
を
と
ゞ
む
る
も
は
か
な
し
（
後
略
）

�
 （『

秋
し
ぐ
れ
』
蝶
夢
跋
、
俳
書
文
庫
２
所
収
）

　

囲
炉
裡
を
囲
む
蝶
夢
と
青
蘿
と
蘿
来
の
姿
は
、
ほ
の
ぼ
の
と
温
か
い
。

青
蘿
（
山
李
）
は
肥
太
り
、
蘿
来
は
病
弱
で
痩
せ
て
い
た
。
蝶
夢
は
二
人

の
た
め
に
粥
を
煮
た
の
で
あ
っ
た
。

　

翌
年
、
明
和
九
年
七
月
十
六
日
に
蘿
来
は
没
し
た
。
三
十
歳
に
満
た
な

か
っ
た
と
い
う
。
蝶
夢
は
、
そ
の
追
善
集
『
秋
し
ぐ
れ
』（
雨
人
編
、
安

永
二
年
刊
か
）
に
追
悼
句
を
送
り
跋
文
を
寄
せ
た
。
追
悼
句
は

送
り
火
や
わ
け
て
悲
し
き
影
ひ
と
り　
　
　
　
　
　

洛
蝶
夢

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
訃
報
に
接
し
た
と
き
の
吟
で
あ
ろ
う
。
死
者
を
送

る
送
り
火
は
悲
し
い
が
、
そ
の
日
に
逝
っ
た
人
の
こ
と
は
、
と
り
わ
け
悲

し
い
。
五
升
庵
で
、
青
蘿
と
蘿
来
の
三
人
で
過
ご
し
た
思
い
出
が
あ
る
だ

け
に
、
蝶
夢
の
蘿
来
を
悼
む
気
持
ち
は
い
っ
そ
う
強
か
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

安
永
二
年
四
月
十
二
日
、
青
蘿
は
奉
扇
会
に
出
席
し
た
。
こ
の
時
は
、

鳴
海
の
蝶
蘿
が
施
主
と
な
っ
て
発
句
を
詠
み
、
蝶
夢
が
宗
匠
で
、
青
蘿
が

そ
の
執
筆
を
し
て
い
る
（『
続
多
日
満
句
蘿
』
名
古
屋
叢
書
文
学
編
２　

所
収
）。

　

そ
し
て
そ
の
年
の
七
月
十
六
日
、
青
蘿
は
、
蘿
来
の
一
周
忌
と
い
う

こ
と
で
、
蝶
夢
を
訪
れ
、
京
加
茂
川
辺
に
お
い
て
二
人
で
一
周
忌
追
善

両
吟
歌
仙
を
巻
い
て
い
る
。
蝶
夢
の
詞
書
と
発
句
、
青
蘿
の
脇
句
は
次
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の
と
お
り
。七

月
十
六
日
は
蘿
来
の
ぬ
し
が
小
祥
忌
と
て
、
山
李

坊
と
ゝ
も
に
加
茂
川
の
辺
り
に
出
て
、
な
き
人
に
川

水
を
手
向
る
と
て
、
去
年
の
秋
、
送
り
火
や
中
に
悲

し
き
影
ひ
と
り
、
と
歎
き
た
り
し
事
な
ど
語
出
て

ひ
と
ゝ
せ
の
立
や
麻
木
の
煙
る
う
ち　
　
　
　

蝶
夢　

　
　

逝
も
の
は
唯
水
の
月
か
げ　
　
　
　
　
　

山
李
坊

�

　
（『
秋
し
ぐ
れ
』）

　

発
句
の
麻あ

さ

木き

は
「
お
が
ら
」
の
こ
と
で
、
盂
蘭
盆
会
の
送
り
火
を
焚
く

の
に
用
い
る
。
昨
年
の
送
り
火
の
折
に
逝
っ
た
蘿
来
を
、
今
年
の
送
り
火

で
送
る
。
過
ぎ
た
時
間
を
、
蝶
夢
は
し
み
じ
み
と
思
う
。
麻
木
の
燃
え
る

う
ち
に
、
ひ
と
と
せ
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
気
が
す
る
、
と
い
う
。
青
蘿
の

脇
句
は
水
に
映
る
月
に
、
逝
っ
た
者
を
重
ね
る
。
実
体
が
あ
り
そ
う
で
、

そ
こ
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
青
蘿
の
門
人
を
、
蝶
夢
と
青
蘿
は
と
も
に
悼
ん

で
い
る
。
両
者
の
交
流
は
、
門
人
も
ふ
く
め
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
六
年
後
、
安
永
八
年
二
月
下
旬
、
蝶
夢
は
、
出
雲
へ
旅
す
る

途
次
に
青
蘿
を
訪
れ
た
。
そ
の
と
き
の
こ
と
を
、
以
下
の
よ
う
に
認
め
て

い
る
。廿

四
日
、
人
麿
の
社
に
ま
う
づ
。
此
所
に
て
蕉
翁
の
塚
供
養
の
千
句

興
行
あ
り
し
も
、
二
む
か
し
も
や
。
午
時
ば
か
り
に
加
古
の
渡
の
山

李
が
か
く
れ
家
に
つ
く
に
、
年
ご
ろ
の
な
つ
か
し
さ
い
ひ
出
し
て
物

語
る
に
、
そ
こ
ら
し
れ
る
人
の
多
く
来
り
て
、「
行
さ
き
は
る
け
き

道
の
程
な
り
。
足
に
灸
す
へ
よ
。
杖
の
竹
き
り
て
」と
い
た
は
れ
ば
、

二
日
ば
か
り
こ
の
三
眺
庵
に
や
ど
る
。

�

（「
雲
州
紀
行
」『
蝶
夢
全
集
』
所
収
）

　

青
蘿
の
三
眺
庵
に
旅
荷
を
解
く
と
、
青
蘿
の
門
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
訪

ね
て
く
る
。
長
旅
を
労
っ
て
く
れ
、
灸
を
す
え
て
く
れ
る
者
、
杖
の
竹
を

伐
っ
て
来
て
く
れ
る
者
、
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
。
蝶
夢
は
そ
の
居
心
地
の
良

さ
に
甘
え
て
二
日
間
逗
留
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
、
青
蘿
だ
け
で

な
く
、
青
蘿
一
門
と
親
し
く
交
わ
る
蝶
夢
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

蝶
夢
の
青
蘿
訪
問
は
こ
の
時
だ
け
で
は
な
い
。
年
代
は
不
明
だ
が
、
蝶

夢
の
次
の
よ
う
な
発
句
が
あ
る
。

　
　

播
磨
の
山
李
房
が
庵
に
あ
り
て
別
れ
に
の
ぞ
む

朝
風
に
は
な
れ
か
ね
た
る
火
燵
か
な

�

『
草
根
発
句
集
洒
竹
甲
本
』『
蝶
夢
全
集
』
所
収
）

　

冬
の
句
で
あ
る
。
朝
、
青
蘿
の
庵
を
辞
し
て
出
発
し
よ
う
と
す
る
が
、

火
燵
の
温
か
さ
に
離
れ
ら
れ
な
い
で
い
る
。
火
燵
の
ぬ
く
も
り
は
ま
た
、

友
人
の
ぬ
く
も
り
で
も
あ
る
。
青
蘿
と
蝶
夢
は
、京
と
播
磨
を
行
き
来
し
、

温
か
い
気
持
ち
を
通
わ
せ
る
師
弟
で
あ
り
、
友
人
で
あ
っ
た
。
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五

　

天
明
期
に
な
っ
て
も
、
蝶
夢
と
青
蘿
の
交
流
は
続
く
。
天
明
三
年
の
時

雨
会
で
蝶
夢
は
義
仲
寺
へ
の
奉
仕
を
今
後
辞
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
実

際
、
時
雨
会
の
施
主
は
、
こ
の
年
を
限
り
に
引
退
し
て
い
る
。
青
蘿
は
、

こ
の
時
、
門
人
布
舟
を
伴
っ
て
参
加
し
、
逮
夜
と
当
日
の
追
善
俳
諧
、
さ

ら
に
後
宴
俳
諧
ま
で
蝶
夢
と
同
座
し
て
い
る
。
蝶
夢
の
引
退
を
惜
し
む
気

持
ち
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
後
、
天
明
六
年
十
一
月
一
日
、
五
升
庵
で
蝶
夢
門
人
の
木
姿
送
別

歌
仙
が
巻
か
れ
、
青
蘿
は
門
人
布
舟
と
共
に
出
席
、
蝶
夢
と
同
座
し
て
い

る
（『
古
巣
俳
諧
集
』
筆
者
未
見
、『
蝶
夢
全
集
』
に
よ
る
）。

　

ま
た
、天
明
期
の
奉
扇
会
に
も
、青
蘿
は
参
加
し
て
お
り
、天
明
五
年『
奉

扇
会
』
に
投
句
、
同
七
年
四
月
十
二
日
に
は
布
舟
を
伴
な
っ
て
義
仲
寺
ま

で
出
か
け
、
蝶
夢
と
追
善
俳
諧
に
同
座
し
て
い
る
。（
筆
者
未
見
、『
蝶
夢

全
集
』に
よ
る
）。そ
し
て
そ
の
翌
日
、天
明
七
年
四
月
十
三
日
に
、青
蘿
は
、

蝶
夢
、
瓦
全
、
木
姿
と
、
石
山
、
笠
取
山
を
経
て
、
醍
醐
に
登
っ
た
。
蝶

夢
は
、
里
秋
（
歩
簫
）
宛
書
簡
で
次
の
よ
う
に
知
ら
せ
て
い
る
。

一
昨
日
は
粟
津
奉
扇
会
の
帰
り
に
、
石
山
よ
り
笠
取
山
を
歴
て
醍
醐

に
登
り
申
候
処
、
折
か
ら
の
子
規
に
心
を
す
ま
し
申
候
。
同
道
の
輩

句
あ
り

　
　

里
の
名
や
笠
取
あ
へ
ず
郭
公　

	
 

播
磨

青
蘿

　
　

雨
は
れ
や
笠
取
山
の
ほ
と
と
ぎ
す　

	

但
馬

木
姿

　
　

子
規
石
山
い
で
ゝ
笠
と
り
や　
　

	
 

京
瓦
全

　
　

杜
宇
青
梅
お
ち
る
拍
子
哉　
　

	

野
子

�

（
高
木
蒼
梧
著
『
義
仲
寺
と
蝶
夢
』
昭
和
四
十
七
年
刊　

所
収
）

　

瓦
全
も
木
姿
も
、
蝶
夢
門
の
重
要
な
門
人
で
あ
る
。
青
蘿
も
そ
の
二
人

と
同
等
で
あ
っ
た
。蝶
夢
と
そ
の
門
人
三
人
が
連
れ
立
っ
て
山
歩
き
を
し
、

皆
で
時
鳥
に
耳
を
傾
け
て
発
句
を
詠
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
蝶
夢
の
句
は
、

時
鳥
の
鳴
き
声
を
拍
子
に
、
ぽ
た
り
ぽ
た
り
と
落
ち
る
青
梅
を
詠
む
。
音

を
詠
ん
だ
句
で
あ
る
。
他
の
三
人
の
句
は
、
笠
取
山
の
地
名
を
詠
み
込
ん

で
い
る
。
青
蘿
の
句
は
、雨
が
止
ん
で
笠
を
取
る
か
取
ら
ぬ
か
の
う
ち
に
、

も
う
時
鳥
が
鳴
い
た
、
と
一
声
を
聴
い
た
う
れ
し
さ
を
詠
ん
で
い
る
。　

　

し
か
し
、
こ
れ
を
最
後
に
、
青
蘿
と
蝶
夢
の
交
流
の
記
録
は
確
認
で
き

な
い
。
青
蘿
の
活
動
の
方
向
が
ち
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
青
蘿
は
こ
の

時
（
天
明
七
年
夏
）、
几
董
、
月
渓
、
五
来
、
臥
央
、
暁
台
、
闌
更
と
そ

れ
ぞ
れ
両
吟
歌
仙
を
巻
き
、『
都
六
歌
仙
』（
天
明
七
年
序
）
と
し
て
刊
行

し
た
。
当
然
、
几
董
、
暁
台
、
闌
更
周
辺
の
人
々
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な

る
。
几
董
も
闌
更
も
暁
台
も
こ
の
頃
京
に
居
り
、
そ
れ
ら
の
俳
人
と
交
流

を
持
っ
た
青
蘿
は
、
蝶
夢
と
離
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

寛
政
元
年
に
青
蘿
は
『
し
ぐ
れ
会
』
に
投
句
し
た
。
こ
の
時
、
門
人
の
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う
ち
玉
屑
が
義
仲
寺
ま
で
出
か
け
て
、
時
雨
会
の
追
善
俳
諧
に
蝶
夢
と
同

座
し
、
青
蘿
は
十
人
近
い
門
人
と
と
も
に
発
句
を
投
句
し
て
い
る
。
し
か

し
、
蝶
夢
と
の
間
接
的
な
交
流
も
そ
れ
が
最
後
で
あ
っ
た
。

　

寛
政
二
年
、
青
蘿
は
暁
台
、
闌
更
と
と
も
に
二
条
家
俳
諧
を
創
始
す
る

（
富
田
志
津
子
編
『
二
条
家
俳
諧
』
平
成
十
一
年
刊　

参
照
）。
同
年
九
月

と
十
月
に
、
三
人
そ
れ
ぞ
れ
が
宗
匠
と
な
っ
て
、
二
条
家
俳
諧
を
執
り
行

っ
て
い
る
。
し
か
し
、蝶
夢
は
二
条
家
俳
諧
に
批
判
的
で
あ
っ
た
（
前
掲
、

竹
内
千
代
子
氏
）。

　

も
と
も
と
芭
蕉
百
回
忌
を
前
提
と
し
て
始
め
ら
れ
た
二
条
家
俳
諧
で
あ

っ
た
が
、
蝶
夢
は
、
義
仲
寺
の
芭
蕉
百
回
忌
と
二
条
家
俳
諧
が
結
び
つ
く

こ
と
を
、
よ
し
と
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
蝶
夢
の
意
向
に
関
わ
ら
ず
、

両
者
は
合
体
し
、
寛
政
五
年
、
二
条
家
は
芭
蕉
に
「
正
風
宗
師
」
を
追
号

し
、
義
仲
寺
住
職
の
重
厚
が
二
条
家
俳
諧
宗
匠
の
免
許
を
受
け
て
芭
蕉
百

回
忌
の
百
韻
は
行
わ
れ
た
（
重
厚
編
『
祖
翁
百
回
忌
』
寛
政
六
年
刊
）。

そ
の
と
き
蝶
夢
は
「
野
子
は
数
日
の
心
遣
に
午
後
逃
帰
申
候
。
是
は
不
思

議
の
事
に
候
。
向
後
は
木
曽
寺
の
儀
は
不
致
世
話
候
」（
寛
政
五
年
四
月

二
十
八
日
付
、
歩
簫
宛
蝶
夢
書
簡
、『
義
仲
寺
と
蝶
夢
』
所
収
）
と
い
う

状
態
で
あ
っ
た
。
蝶
夢
は
栄
え
あ
る
俳
諧
に
参
加
せ
ず
、
二
条
家
俳
諧
の

介
入
を
ゆ
る
し
た
義
仲
寺
に
対
し
て
怒
り
、
も
う
義
仲
寺
の
世
話
は
し
な

い
、
と
ま
で
言
っ
て
い
る
。
二
条
家
俳
諧
は
蝶
夢
の
意
に
反
し
た
も
の
で

あ
り
、
二
条
家
俳
諧
の
創
始
に
奔
っ
た
青
蘿
は
、
そ
の
と
き
蝶
夢
と
袂
を

分
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

先
に
亡
く
な
っ
た
の
は
、
青
蘿
で
あ
る
。
寛
政
三
年
六
月
十
七
日
に
没

し
た
。
追
善
集
『
水
の
月
』
に
は
、
蝶
夢
の
追
悼
句
は
な
い
。
暁
台
、
闌

更
の
ほ
か
、
二
条
家
俳
諧
の
役
人
が
名
を
連
ね
る
。
蝶
夢
は
、
追
悼
句
を

送
ら
な
か
っ
た
。し
か
し
、そ
の
中
陰
頃
、次
の
よ
う
な
句
を
詠
ん
で
い
る
。

　
　
　
　

播
磨
の
青
蘿
が
中
陰
も
や
ゝ
み
つ
る
比

　
　

数
ゆ
る
も
は
か
な
き
秋
の
日
数
か
な

�

（『
草
根
発
句
集
洒
竹
乙
本
』『
蝶
夢
全
集
』
に
よ
る
）

　

い
っ
た
ん
袂
を
分
か
っ
た
弟
子
で
は
あ
っ
た
が
、
青
蘿
に
対
す
る
温
か

い
思
い
は
、
ま
だ
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　　

蝶
夢
は
享
保
十
七
年
生
ま
れ
、
青
蘿
は
元
文
五
年
生
ま
れ
で
、
年
齢
は

青
蘿
が
八
歳
若
い
。
師
弟
と
い
う
ほ
ど
の
年
齢
差
で
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
加
古
川
に
庵
を
構
え
た
頃
の
青
蘿
は
、
と
り
わ
け
蝶
夢
の
影
響
下
に

あ
る
。
明
和
三
年
に
五
峰
と
と
も
に
時
雨
会
に
参
加
し
た
青
蘿
は
、
そ
の

時
、
蝶
夢
門
に
入
っ
た
、
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
青
蘿
は
、
毎

年
の
よ
う
に
、
時
雨
会
や
墨
直
会
、
奉
扇
会
に
参
加
す
る
。
塚
の
建
立
に
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際
し
て
は
蝶
夢
を
導
師
と
頼
む
。
ま
た
、
青
蘿
の
句
が
入
集
す
る
俳
書
の

多
く
が
、
蝶
夢
系
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
秘
伝
書
の
授
受
が
あ
り
、
五
升
庵

の
系
図
に
名
が
連
な
れ
ば
、
青
蘿
が
蝶
夢
の
重
要
な
門
人
で
あ
っ
た
と
い

う
事
実
は
動
か
な
い
だ
ろ
う
。

　

蝶
夢
の
お
か
げ
で
、
青
蘿
の
門
に
は
、
芭
蕉
を
慕
い
蕉
門
に
連
な
り
た

い
人
々
が
集
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
芭
蕉
追
善
に
奉
仕
し
た
い
人
が
、
青
蘿

に
連
れ
ら
れ
て
、
時
雨
会
等
の
儀
式
に
参
加
し
、
記
念
集
に
入
集
す
る
。

自
分
た
ち
の
地
方
に
も
芭
蕉
塚
を
建
立
す
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
ま
ま
蝶
夢

の
目
指
し
た
蕉
風
復
興
運
動
で
あ
っ
た
。

　

青
蘿
と
蝶
夢
の
交
流
は
、
結
果
的
に
は
、
蝶
夢
の
運
動
の
一
環
で
あ
り
、

ま
た
青
蘿
の
俳
壇
経
営
で
あ
っ
た
、
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
両
者
の
詠
ん
だ
句
や
書
い
た
文
章
を
見
る
と
き
、
そ
う
し
た
野
心
と

は
別
の
、
温
か
い
交
わ
り
が
感
じ
ら
れ
る
。
お
互
い
に
人
間
と
し
て
惹
か

れ
認
め
合
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
目
指
す
も
の
が
違
っ
た
と
き
に
、

袂
を
分
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

青
蘿
と
い
う
と
、
中
興
俳
諧
の
名
家
と
し
て
、
た
と
え
ば
『
蕉
門
中
興

六
家
集
』（
菊
舎
其
成
編
、
寛
政
八
年
刊
）
で
は
蕪
村
、
暁
台
ら
と
と
も
に

六
人
の
う
ち
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
青
蘿
が
そ
う
し
た
中
興
名

家
と
対
等
な
俳
諧
活
動
を
す
る
の
は
、
晩
年
で
あ
り
、
青
蘿
の
俳
諧
人
生

の
多
く
は
、
蝶
夢
の
運
動
の
一
翼
を
に
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

【
注
】

（
1
）　

蝶
夢
が
、
義
仲
寺
の
時
雨
会
を
中
心
と
し
て
全
国
俳
壇
の
蕉
門
化

を
目
指
し
た
こ
と
は
、
田
中
道
雄
「
時
雨
会
と
『
し
ぐ
れ
会
』」（
義
仲

寺
編
『
時
雨
會
集
成
』
平
成
五
年
刊
）
に
詳
し
い
。
明
和
五
年
か
ら
天

明
三
年
ま
で
時
雨
会
の
施
主
を
務
め
、
そ
の
前
後
も
関
わ
っ
て
い
る
。

（
2
）　

東
山
双
林
寺
の
墨
直
会
は
明
和
二
年
か
ら
同
七
年
ま
で
蝶
夢
が
主

催
し
て
い
る
。
田
中
道
雄
「
翻
刻
・
蝶
夢
編
『
墨
直
し
』
六
種
」（『
佐

賀
大
学
教
養
部
研
究
紀
要　

二
十
八
』
平
成
八
年
三
月
）。

（
3
）　

義
仲
寺
で
四
月
十
二
日
に
行
わ
れ
、
蝶
夢
も
関
わ
っ
て
い
た
。

（
4
）　

記
念
集
『
し
ぐ
れ
会
』『
墨
直
し
』『
奉
扇
会
』
の
表
記
は
、
田
中

道
雄
氏
に
な
ら
う
。青
蘿
の
投
句
は
、『
し
ぐ
れ
会
』明
和
五
年
、同
八
年
、

安
永
二
年
、天
明
五
年
、同
七
年
、寛
政
元
年
。『
墨
直
し
』
明
和
五
年
。

『
奉
扇
会
』
天
明
五
年
。

（
5
）　
『
蝶
夢
全
集
』（
田
中
道
雄
・
田
坂
英
俊
・
中
森
康
之
編
、
平
成

二
十
五
年
刊
）
所
収
。

（
6
）　

明
和
元
年
に
蝶
夢
が
『
俳
諧
十
論
』
講
義
録
を
春
渚
か
ら
借
り
注

を
加
え
て
『
俳
諧
十
論
発
蒙
』
と
し
、
奥
書
を
記
し
た
。
さ
ら
に
明
和

六
年
、
蝶
夢
は
同
書
を
再
び
写
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
森
氏
に
よ
れ
ば
、

蝶
夢
は
、秘
伝
書
を
頻
発
す
る
支
考
を「
ゑ
せ
法
師
」と
見
下
し
て
い
た
。

し
か
し
、俳
論
面
で
は
支
考
の
考
え
を
肯
定
し
、受
け
継
い
で
い
る
。『
俳
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諧
十
論
』
を
芭
蕉
の
教
え
と
し
て
受
け
入
れ
、
そ
れ
に
注
を
加
え
た
の

が
二
つ
の
『
俳
諧
十
論
発
蒙
』
で
あ
る
。

（
7
）　

こ
れ
は
、『
蝶
夢
和
尚
文
集
』
に
「
頭
陀
の
時
雨
序
」
と
し
て
蝶

夢
の
序
文
が
載
る
の
で
『
頭
陀
の
時
雨
』
と
い
う
書
名
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
（『
蝶
夢
全
集
』
に
よ
る
）。

（
8
）　
「
年
譜
稿
」に
よ
る
。
闌
更
編『
花
の
故
事
』に
青
蘿
が
入
集
す
る
。

（
9
）　
『
額
田
町
史
』
に
よ
る
と
、
そ
の
後
、
額
田
町
に
芭
蕉
句
碑
を
建

立
し
、
多
く
の
門
人
を
の
こ
し
た
。

（
10
）　

前
掲
「
時
雨
会
と
『
し
ぐ
れ
会
』」
に
よ
る
と
、
義
仲
寺
の
芭
蕉

塚
を
本
墓
と
し
て
諸
国
に
築
か
れ
た
芭
蕉
塚
は
、
全
国
俳
壇
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
芭
蕉
塚
の
建
立
も
、
蝶

夢
の
運
動
の
一
環
で
あ
っ
た
。

（
11
）　
「
蕉
風
復
興
運
動
」
と
い
う
表
現
は
、『
俳
文
学
大
辞
典
』
に
従
っ

た
。
田
中
道
雄
氏
の
提
唱
に
よ
る
。

【
付
記
】本
論
は
、『
蝶
夢
全
集
』『
時
雨
會
集
成
』に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

ま
た
、
中
森
康
之
氏
、
竹
内
千
代
子
氏
か
ら
、
多
く
の
ご
教
示
を
受
け

た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

�

（
と
み
た　

し
づ
こ
／
姫
路
獨
協
大
学
教
授
）


